
1．はじめに

　前報 (その2)に引き続き，本報告では，コンクリート
型枠用合板 (以降,合板と称す )の転用がコンクリートの
耐久性とコンクリートおよび合板の表面における品質と

の関係について検討した結果を述べる.

2．実験概要

　実験概要は，前報 (その1)に準ずるものとする.
3．結果および考察

（1）コンクリートの促進中性化と表面の変位（凹凸）

(a)コンクリートの中性化

　転用回数とコンクリート試験体の中性化深さの関係を

Fig.1に，炭酸ガスの侵入に関するイメージをFig. 2に示す.
ばらつきはあるものの，コンクリート試験体の中性化深

さは，転用に伴って概ね増加する傾向を示した.これは，

コンクリート表面において凹凸が増加したことが影響し

ているものと思われる.中性化深さは，W/Cの大きなも
のほど顕著な増加傾向を示し，その深さは，W/C=30%：
1mm，W/C=40%：5mm，W/C=50%：14mm程度測定された.こ
れは，コンクリート試験体のW/Cが大きいことによって
表面の組密化が発生し，中性化深さに影響したものと思

われる.また，合板の転用に伴って，Fig.2のようなコン
クリート試験体の表面において凹凸が大きくなることに

加え，断面積が増加するために炭酸ガスの侵入が多く

なったものと思われる.また，塗装合板を用いたコンク

リート試験体の中性化深さは，無塗装合板を用いた場合

に比べ若干大きくなる傾向を示した.これは，無塗装合

板のコンクリート試験体においてコンクリートの打込み

後に試験体の表面に生じる“水みち”を形成する水分が

無塗装合板に吸水され，コンクリート試験体の表面の

W/Cが減少したためと考えられる.
（b）コンクリート試験体および合板の表面の変位（凹凸）

　転用回数と合板における算術平均粗さの関係をFig. 3
に，転用回数とコンクリート試験体における算術平均粗

さの関係をFig.4に示す.無塗装合板における算術平均粗
さは，ばらつきはあるものの，転用1回目から概ね減少
する傾向を示し，素地のものに比べて大きくなる傾向を

示した.この減少傾向は，セメントペーストが合板に不

均一な付着をしたことや無塗装合板の表面に“むしれ”

が発生したためによるものと思われる.塗装合板におけ

る算術平均粗さは，転用に伴って，等の傾向を示した.
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Figure 2.The Image about Invasion of Carbon Dioxide
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Figure 1.Relation of Neutralization Depth width of Concrete
with Division Frequency
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また，無塗装合板を用いたコンクリート試験体の算術平

均粗さは，転用に伴って概ね増加傾向を示し，転用回数

7回目および10回目のとき顕著に示された.塗装合板を
用いたコンクリート試験体の算術平均粗さは，転用に伴

い若干増加する傾向を示した.これは，合板の表面にセ

メントペーストが付着したためによるものと考えられる.

（2）表面の品質が促進中性化に及ぼす影響

(a)吸水量と中性化深さ

　吸水量と中性化深さの関係をFig.5に示す.中性化深さ
は，吸水量が多くなることに伴い大きくなり，W/Cが大
きくなるほど顕著であった.これは，Fig.2に示すように
コンクリート試験体の表面において断面積が増加し，炭

酸ガスの侵入を増加させたものと思われる.また，無塗

装合板を用いたコンクリート試験体の中性化深さは，塗

装合板のときに比べ小さくなる傾向を示した.これは，

前述したように無塗装合板に水分が吸水され，コンク

リート試験体の表面のW/Cが減少するため表面の緻密が
影響したものと考えられる.

（b）中性化深さと光沢度

　光沢度と中性化深さの関係をFig.6に示す.中性化深さ
は，光沢度が大きくなることに伴い小さくなる傾向を示

した.これは，表面の凹凸が平滑になることで炭酸ガス

の侵入が少なくなったためと思われる.また，無塗装合

板を用いたコンクリート試験体の光沢度は，前報 (その
2)で示したとおり塗装合板に比べ小さく，表面の凹凸が
大きくなったことで炭酸ガスの侵入を増加させたと考え

られる.しかしながら，中性化深さは，表面の凹凸に加

え，W/Cと合板の吸水によって変化する表面の組密が影
響しているものと思われる.

（c）算術平均粗さと中性化深さ

　算術平均粗さと中性化深さの関係をFig.7に示す.中性
化深さは，算術平均粗さが大きくなることに伴い概ね大

きくなる傾向を示した.これは，合板の転用に伴って生

じるコンクリート試験体の表面の凹凸が炭酸ガスの侵入

に影響しているためと考えられる.これより，合板の転

用に伴ってコンクリート試験体の表面粗さは増加する傾

向にあり，Fig.2で示したように表面の凹凸が大きくなる
ことで炭酸ガスの侵入が影響するものと思われる.

4．まとめ

　本報告では，コンクリート型枠用合板(以降,合板と称

す)の転用がコンクリートの耐久性とコンクリートおよび

合板の表面における品質との関係について検討した.この

結果，得られた知見を以下に示す.

(1)中性化深さは，概ね転用に伴い増加する傾向を示した.
(2)コンクリート試験体の表面は，転用に伴い増加する傾向
を示した.

(3)中性化深さは，吸水量および算術平均粗さが大きくなる
に伴い大きくなる傾向を示した.
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Figure  3.Relation of Arithmetic Mean coarseness of
Plywood  with Division Frequency

Figure 4.Relation of Arithmetic mean Coarseness of
Concrete  with Division Frequency

Figure 5. Relation of Water Absorption and Neutralization
Depth of Concrete with Diversion
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Figure 7. Relation of Arithmetic Mean Coarseness and
Neutralization Depth of Concrete with Diversion
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Figure 6. Relation of Glossiness and Neutralization Depth
of Concrete with Diversion
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